古文重要単語　必ず全て覚えること！


暗記古語
口語訳


あからさまに
ちょっと。急に


あく（飽）
十分である。満足する。


あくがる
ふうっと出る。


あさまし
あきれて情けない。


あそび（あそぶ）（遊）
管弦の遊び。


あだ
浮気っぽい。


あたらし
残念だ。


あぢきなし
つまらない。なさけない。


あつし（篤）
病気が重い。


あてに（あてなり）（貴）
上品に。


あながちに
無理に。


あなかま
しっ、静かに。


あはれに（あはれなり）
しみじみとして。


あはす
結婚させる。


あへず
たえられない。出来ない。


あへなし
はかない。


あふ
結婚する。


あやしき
身分の低い。粗末な。不思議な。


あやにくに
具合悪く。憎く。


あらまし
予定。計画。


ありがたし
珍しい。困難だ。


ありく（歩）
歩きまわる。


ありつる（ありける・ありし）
以前の。さっきの。


いかがはせむ（いかがせむ）
どうしようか、どうしようもない。


いさ
さあ、どうだかねぇ。


いざ
さあ！


いたう（いたし）
ひどく。


いたづき（いたづく）
病気。


いたづらに（いたづらなり）
むだに。むなしく。


いと
とても。ひどく。たいそう。


いとど
ますます。なおいっそう。


いとほし
気の毒だ。


いはく
言うことには。


いはけなし
子供っぽい。


いはむかたなし
言いようがない。


いふかひなし（かひなし）
どうしようもない。


いみじう（いみじ）
はなはだしく。たいへんに。


いらへ（いらふ）
返事。こたえ。


うけたまはる（承）
拝聴する。お聞きする。


うす（失）
死ぬ。


うち（内）
宮中。天皇。


うちつけに（うちつけなり）
突然に。軽軽しく。


うつくし
かわいい。立派だ。


うつつ
現実。


うつろふ
色があせる。心が離れる。


うへ（上）
天皇。


うるはし
きちんとしている。立派だ。


うんず（倦）
あきる。がっかりする。


え～（打消）
できない。


えうなき（要・無）
つまらに。大事でない。


えさす（得）
与える。


えさらぬ
さけられない大切な。


えもいはず
並々でない。非常だ。


えんに（えんなり）
優美で。


おいらかに（おいらかなり）
おっとりしていて。


おこす
よこす。


おこたる
病気が良くなる。


おこなひ（おこなふ）（行）
仏道の修行。勤行。


おとうと
妹。


おとな
古参の女房。


おとなし
落ち着いている。分別がある。


おどろく（おどろかす）（驚）
目が覚める。


おのずから
自然と。もしも。


おはす（おはします）
いらっしゃる。


おぼえ
評判。信望。寵愛。


おぼす（思）
お思いになる。


おぼつかなし
まちどおしい。不安だ。


おほとのごもる（大殿籠）
お休みになる。


おほやけ（公）
朝廷。天皇。公的。


おもひわずらふ
思い悩む。


おもほゆ
思われる。


およずく
成長する。


おり（おる）
高貴なお方の前から下がる。


おろか
粗略。おろそか。


かいまみる
隙間からのぞきみる。


かきくらす
空を暗くする。心を暗くする。


かかづらふ
関係する。


かぎりなし
この上ない。


かく
このように。


かけて
心にかけて。少しも。


かげ
光。姿。


かしがまし
やかましい。


かしこく（かしこし）
程度が普通でなく。


かしづく
大切に育てる。


かしらおろす（頭・下）
出家する。


かた
方面。方法。


かたくなに（かたくななり）
頑固に。見苦しく。


かたし（難）
難しい。


かたち
姿。顔かたち。


かたちをかふ
出家する。


かたはら
そば。


かたはらいたし
にがにがしい。見苦しい。


かたへ
そば。一方。


かたみに
お互いに。それぞれ。


かつがつ
やっと。次第に。


かなし（愛）
かわいい。いとしい。


がな
ほしいなあ。


かなふ（叶）
及ぶ。適合する。


かばかり
このくらい。これほど。


かへし（返）
返歌。


かへりごと（返・事）
返事。返事の手紙。


かまふ
用意する。準備する。


からうた
漢詩。


からし（辛）
つらい。


（人の）がり
（人の）もとに。


かれ
離れ。枯れ。


かんだちめ（上達部）
三位以上の大貴族。


きこしめす
お聞きになる。召しあがる。


きこえ（きこゆ）（聞）
申し上げ。


きたのかた（北の方）
正妻。


きのはし（木・端）
つまらないもの。


きよらなり
華美である。


きんだち（公達）
貴族の子息や娘。


く（句）
漢詩。


ぐす（具）
従える。ひきつれる。


くちおし
残念だ。


くにのかみ
地方長官。国司。


くまぐま（隈）
すみずみ。


くまなし（隈・無）
曇りがない。


くもがくれ（雲・隠）
おなくなりになること。


くんず（屈）
ふさぎこむ。気がめいる。


けう（稀有）
めずらしい。


けざやかに
はっきりと。


けしき（気色）
様子。


けに
ことさらに。


げに
本当に。


こうず（困）
苦しむ。困る。


ここだ（ここら）
たくさん。はなはだしく。


こころおきて
心配り。心がけ。


こころうし（心・憂）
つらく思う。不快だ。


こころざし（志）
お礼。


こころにくし
奥ゆかしい。


こころばせ
心遣い。


こころばへ
気立て。性質。


こころまうけ
心の用意。心の準備。


こころもとなし
不安である。


こしのく（腰・句）
和歌の三句目。


こしをれ（腰・折）
下手な和歌。


こぞ
去年。


こちたく（こちたし）
はなはだしく。わずらわしく。


ことごころ（異・心）
浮気心。


ことなつ（異・夏）
今年の夏とは違っていつもの夏。


ことごとしく（ことごとし）
物々しく。


ことのは（言・葉）
言葉・和歌・漢詩。


ことやうなり（異・様）
ふつうとちがっている。


こぼる
くずれる。こわれる。


こよなく（こよなし）
このうえなく。


ころほひ
頃。


さ
そのように。


さうざうし
こころさびしい。


ざうし（曹司）
部屋。


さうじ
障子。


さうぞく（装束）
衣装。着物。


さうなき（双・無）
並ぶものがない。


ざえ（才）
学問。才能。


さかし
すぐれている。しっかりしている。


さがし
険しい。


さがなし
よくない。意地が悪い。


さくもん（作文）
漢詩。


さすがに
やはり。


さた（沙汰）
命令。評判。処置。


さだかに（さだかなり）
はっきりと。


さても
そうであっても。ところで。


さとゐ（里・居）
実家住まい。


さながら
そのまま。まるで。


さふらふ（候）
います。あります。


さぶらふ（侍）
お仕えする。


さらなり
言うまでもない。


さらぬ
そうでない。


さらぬわかれ
死別。


さりぬべし
そうあってもよい。それ相応だ。


さるかたに
それはそれとして。


さるは
そうではあるが、実は。


さるべき
りっぱな。そうなる因縁である。


しぐれ（時雨）
秋の終りから冬の初めに降る雨。


しげし（繁）
たくさんある。しきりである。


したたむ
書く。処理する。食べる。


したりがほ
得意顔。


しづ（賎）
いやしい。


しづむ（沈）
世に認められない。


しどけなし
だらしがない。


しな
身分。家柄。地位。種類。


しほたる
涙が出る。


しめやかに
しんみりと。


しゅじゃう（主上）
天皇。


しんだい（身代）
財産。


ずいじん（随身）
お供人。


すがた（姿）
歌風。


すき（数寄）
風流。


すくせ（宿世）
前世。前世からの因縁。


すさまじ
興ざめである。


すぢ（筋）
その方面。


すみぞめ（墨染）
僧衣。


ずりゃう（受領）
地方長官。


すゑ
子孫。


せうそこ（消息）
手紙。訪れること。


せうと
兄。


せきあへぬ
涙をとめることが出来ない。


せきもり（関守）
関所の番人。


せちなり（切）
痛切だ。重大だ。


せむかたなし
なすべき方法がない。


せめて
強いて。無理に。


せん（詮）
一番大切なもの。眼目。


せんざい（前栽）
庭の植込み。


そうす（奏）
天皇に申し上げる。


そこはかとなく
何と言うこともなく。


そしる
悪く言う。


そばむく
知らんふりをする。


そふ（添）
加わる。加える。


そむ（初）
～しはじめる。


そらごと（嘘言）
嘘。


だうしん（道心）
仏道を深く信ずる心。


たきもの
薫香。


たく（長）
日が高くなる。年を重ねる。


たぐひなし
最もすぐれている。


たづき
手段。方法。頼り。


たてまつる（奉）
（動詞）差し上げる。お乗りになる。お召しになる。


たてまつる（奉）
（補助動詞）～申し上げる。


たのむ（頼）
あてにする。信用する。


たのもしき人（頼）
保護してくれる人。父親。


たまふ（賜・給）
（動詞）お与えになる。


たまふ（給）
（補助動詞・四段活用）お～なさる。


たまふ（給）
（補助動詞・下二段活用）～申し上げる。


たまゆら
ちょっとの間。しばらく。


ためし
先例。手本。


たより
良い機会。手段。手紙。


ちぎり（契）
前世からの因縁。


ぢもく（除目）
諸官職を任命する儀式。


ちゅうぐう（中宮）
皇后。皇后に準ずるきさき。


ついたち（つきたち）（朔日）
月の初め。


つかさめし（司召）
在京諸官の任命式。


つかはす（遣）
お行かせになる。お届けなさる。


つきづきし
似合っている。ふさわしい。


つたなし
へたである。不運である。


つとめて
翌朝。早朝。


つひに
結局には。とうとう。


つひに行く道
最後には行かなければならない道。死。


つぼね（局）
女官などが賜っている部屋。


つやつや
決して～ない。少しも～ない。


つゆ
少しも～ない。


つらし
つめたい。たえがたい。


つれなし
冷淡である。


て
筆跡。手段。


てい（体）
様子。


てんき（天気）
天皇のお気持ち。天皇のご機嫌。


てんじゃうびと（殿上人）
四位・五位の貴族。


てんず（点）
調べる。


とうぐう（東宮・春宮）
皇太子。


とがむ
気にかける。せめる。


ときめく
（天皇の）寵愛をうけて栄える。


とく（とみ・つとに）
はやく。


ところおく
遠慮する。


ところせし
窮屈だ。あたりを圧倒している。


とざまかうざま
あれやこれや。


としごろ（つきごろ・ひごろ）
ここ数年（数ヶ月・数日）以来ずっと。


どち
仲間。


とぶらふ（訪）
訪れる。


とめ（とむ）
求めて。たずねて。


とりわきて
特に。


な～そ
するな（禁止）。


なかなか
かえって。


ながむ
物思いに沈む。


ながらふ
生き長らえる。


なさけ
風流心。


なつかし
心ひかれる。


なづむ
行きなやむ。こだわる。


なでふ
なんという。どうして。


なに（し）おふ（名・負）
名高い。～という名を持っている。


なにがし（某）
なんとかいう。自分。私。


なにかは
何が～か。どうして。


なのめならず
いいかげんでなく。一通りでない。


なほ
やはり。


なほざり
いいかげん。


なまめく
上品だ。優雅だ。


なめし
無礼だ。


ならふ
慣れる。学ぶ。


なんず（難）
非難する。


にほひ（匂）
つやのある美しさ。色つや。


ねたし
にくらしい。


ねんず（念）
がまんする。


ののしる
大声でわいわいさわぐ。


のぼる
参内する。高貴な方のそばへ行く。


はかなき
ちょっとした。


はかなくなる
死ぬ。


はた
あるいは。これまた。


はづかし
立派だ。


はべり（侍）
（動詞）います。あります。


はべり（侍）
（補助動詞）おります。あります。


ばや
～したいものだ。（願望）


ひがごと（僻事）
まちがったこと。


ひとみな
世間の人はみな。


ひまなし
すきまがない。絶え間ない。


びんなし（ふびん）（便無）
不都合だ。かわいそうだ。


ふうが（風雅）
優美で上品なこと。


ふみ
手紙。漢文。漢詩。


ほい（本意）
本来の意志。


まうく
用意する。


まうづ
参上する。


まがまがし
不吉だ。とんでもない。


またなく
並びなく。この上なく。


またのひ（またのつき・またのとし）
翌日。（翌月・翌年）


まどふ
心が乱れる。思い悩む。


まな（真名）
漢字。


まねぶ
学ぶ。まねる。


まめまめし
実用的だ。


まめやかなり
実直だ。まじめだ。


まゐらす（参）
～して差し上げる。


まゐる（参）
行く。参上する。


みぐしおろす（御櫛・下）
御出家する。


みすぎ（よすぎ）（身過）
生計。生活の手段。


みづくき（水茎）
筆。筆跡。


みまかる
死ぬ。


みめ
容貌。


みやすんどころ（御息所）
皇子の母。


みるひと（見人）
保護する人。夫。


むすぶ
手ですくう。生ずる。


むねしくなる
死ぬ。


むねつぶる
心が乱れる。


めでたし
結構である。


めづ（愛）
ほめる。かわいがる。


めんぼく（面目）
名誉。


ものがたり
世間話。


ものす
ある。いる。行く。来る。する。


もろともに
いっしょに。


やがて
すぐに。そのまま。


やさし
つらい。はずかしい。優美だ。


やすらふ
立ち止まる。やすむ。


ゆかし
見たい。聞きたい。知りたい。


ゆくりなく
突然に。


ゆふさる
夕方になる。


ゆゆし
おそれおおい。不吉だ。


ゆりたる（ゆるされたる）
許された。認められた。


よすが
ゆかり。たよるところ。方法。


よに（世）
非常に。実に。


よのなか（世・中）
男女の仲。


よむ（詠）
和歌をつくる。和歌につくる。


よをすつ（世・捨）
出家する。


らうたし
かわいらしい。


らちをあく（埒・明）
解決する。


れいならず
いつになく。病気になる。


わくらばに
たまに。偶然に。


わざ
こと。


わたる（渡）
行く。来る。移る。


わびし
心細い。さびしい。つらい。


わりなく
どうしようもなく。


を～み
～が～なので。


をかし
興が深い。趣がある。


をこがまし
馬鹿らしい。


をりから（折）
ちょうどその時。


をりふし（折・節）
その時々。季節。たまたま。

